
予算決算特別委員会 健康福祉分科会 

要点記録 

 

 

   日  時  ： 令和７年９月１９日（金） 

           午後１時００分から午後１時１６分まで 

   場  所  ： 多摩市議会 第一委員会室 

   出席委員  ： 座  長   きりき  優 

           副 座 長   中 島 律 子 

           委  員   橋 本 由美子 

           委  員   折 戸 小夜子 

           委  員   本 間 としえ 

   出席説明員 ： 高齢支援課長 五味田 福子 

 

 

案件 

１ 事業評価（一般介護予防事業（一般会計）） 
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午後１時00分開議 

○きりき座長 ただいまの出席委員は５名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより予算決算特別委

員会健康福祉分科会を開会します。 

   ―――――――――――――――――――― 

○きりき座長 予算決算特別委員会では、議会基本条例に

規定される決算予算の連動の取り組みとして、市長等が執

行した事業等の評価を行っています。 

 令和６年度の決算審査において、健康福祉分科会では、

民生費の一般介護予防事業（一般会計）の評価を行います。 

 本分科会は５月に開催した勉強会において、多摩市では、

平成28年度にそれまでの介護予防等事業が、一般介護予防

事業として再編され、令和６年度からは重層的支援体制整

備事業の開始に伴い事業の一部が特別会計から一般会計へ

と移行された。多摩市の一般介護予防事業について、その

対象が第１号被保険者の全ての者及びその支援のための活

動に関わる者となっているが、社会参加や地域づくりにど

のように寄与しているか、重層的支援体制整備事業の現状

と地域住民や関係機関、他の事業との関連性はどのように

なっているか、などについて調査し、これからの多摩市の

高齢化への対応と介護予防について議論を深めていく。 

 なお、決算事業評価としては、一般会計の一般介護予防

事業を分科会評価対象事業として行うが、介護保険特別会

計における一般介護予防事業についても一体的に行われて

いるものとして、決算事業評価の議論の対象の範囲とする。

という視点で評価を行い、改善点を指摘することで来年度

予算につなげるため、当事業を評価対象事業として選定し

ました。 

 初めに、一般介護予防事業（一般会計）の概要について、

また、これまでの取り組みや目標に対する成果について市

側より説明をお願いいたします。 

○五味田高齢支援課長 よろしくお願いいたします。事業

カルテに沿って説明させていただきます。 

 一般介護予防事業です。この事業の開始の経緯と、これ

までの見直し改善についてです。介護保険法の改正により、

平成28年度から、これまでの１次予防、２次予防対象者、

介護予防等の事業を一般介護予防事業に再編して実施する

ことになりました。また、そのタイミングで、豊ヶ丘南公

園で実施していたうんどう教室については、高齢者支援課

で実施していました、うんどう教室を統合しております。 

 平成29年度はフレイル予防事業として、ＴＡＭＡフレイ

ル予防プロジェクト、略称でＴＦＰＰと呼んでおりますが、

この事業の試行実施及び一般介護予防事業評価委員会を開

始し、平成30年度にはこのＴＦＰＰの全市展開、介護予防

による地域づくりとして、近所ｄｅ元気アップトレーニン

グ、通称で近トレと呼んでおりますが、これを開始いたし

ました。 

 コロナの影響によって、令和３年度にＴＦＰＰの実施方

法を見直し、屋外の公園を利用して実施しました。 

 令和４年度には地域介護予防教室等でＴＦＰＰを実施す

るなど、地域の高齢者の状況把握に努めてまいりました。 

 令和６年度より重層的支援体制整備事業の開始に伴い、

事業の一部を特別会計から一般会計へ移行しております。 

 続きまして、事業の目的、令和６年度の目標です。高齢

者を年齢や心身の状況等によって分け隔てることなく、住

民運営の通いの場を充実させ、人と人とのつながりを通じ

て、参加者や通いの場が継続的に拡大していくような地域

づくりを推進するとしています。 

 また、地域において、リハビリテーション専門職等を生

かした自立支援に資する取り組みを推進し、支援が必要な

状態になっても生きがいや役割を持って生活できる地域の

実現を目指します。 

 予算の執行方法です。介護予防リーダー養成事業、うん

どう教室地域指導員養成スキルアップ事業、介護予防ボラ

ンティアポイント事業を業務委託にて実施いたしました。

また、地域介護予防教室及び近所ｄｅ元気アップトレーニ

ングの団体に対して活動費補助金を支出しました。 

 事業の成果ですけれども、介護予防に資する通いの場を

拡充するため、地域介護予防教室及び近所ｄｅ元気アップ

トレーニングの活動支援を行いました。 

 その結果、地域介護予防教室は新規で１か所立ち上がり

19か所になり、近所ｄｅ元気アップトレーニングの活動団

体は、新規で４か所立ち上がり、44団体となっております。

また、地域介護予防事業の担い手として介護予防リーダー

を養成し、これまでの累計が230名となっております。住

民同士の支え合いを醸成しながら、介護予防に取り組む機

会や活動の担い手を創出した結果、地域全体の健康増進に

つながり、高齢者が住み慣れた地域で生き生きと生活でき

る環境づくりを推進し、健康寿命の延伸に寄与いたしまし

た。 

 事業にかかる費用ですけれども、決算額として996万

6,000円となっております。 

 成果の指標ですけれども、活動指標として一般介護予防

事業の対象者数、これは各年１月１日現在の65歳以上の人

口としておりまして、令和６年度の目標としては４万

3,420人、結果としては４万3,480人でした。 
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 成果指標として、介護予防に資する住民主体の通いの場

への参加者数ですが、目標としては、高齢者人口の１割と

いうことで4,342人を目標に設定し、結果として5,394人で

した。 

 今後の課題や方向性に関するコメントというところです

が、後期高齢者の増加とともに、独り暮らしの高齢者や高

齢者のみ世帯の増加が見込まれることから、地域の中で、

住民同士のつながりを持ちながら、主体的に介護予防活動

に取り組むことが重要となります。 

 通いの場の担い手不足等の課題もあり、引き続き関係機

関と連携をして、住民主体の活動を広げていくための支援

を行ってまいります。 

 説明は以上です。 

○きりき座長 市側の説明は終わりました。 

 次に、これまで評価のために、本分科会で取り組んでき

た経過ですが、７月から９月にかけて３回にわたり勉強会

を行ってきました。７月３日の勉強会では、所管課より、

事業の概要や現状についての説明を受け、質疑、意見交換

を行い、また、資料の提出を要求しました。 

 勉強会当日は、主に、特別会計から一般会計に移行した

のはどのような事業で、特別会計に残っているのはどのよ

うな事業か、また、その理由について。地域介護予防教室

及び近所ｄｅ元気アップトレーニングの内容について。成

果指標を活動指標である高齢者人口の１割としている根拠

及び指標として適正であるかについて。重層的支援体制整

備事業は、全ての方を対象として実施される事業だが、一

般介護予防事業（一般会計）の対象者は高齢者に限定して

いるかについてなどに関する質疑、意見がありました。 

 勉強会後には、事業概要など勉強会で確認した内容を委

員が会派に持ち帰って共有し、さらに疑問点や評価に必要

な資料を洗い出し、通いの場への参加率の向上について、

高齢者が参加したくなるような魅力的な企画を検討してい

るか、必要な人に情報が行き届き、つながる仕組みがつく

れているかについて、高齢者がどのような社会参加を望ん

でいるかを把握し、その活動を地域の住民特性にあわせて

展開する努力がされているかについてなどに関しても、所

管課に回答を求めることとしました。 

 続く７月30日の勉強会では、所管課から提出された回答

や資料について説明を受け、改めて質疑を行い、事業に対

する理解を深めました。その後、所管課からの説明や質疑

応答、また、各種資料の内容を踏まえ、各会派で事業につ

いての評価を検討しました。 

 出そろった各会派の評価を受けて、９月11日の勉強会で

は、各会派の評価の判断理由の確認と、分科会の評価とす

るための意見整理を行い、さらに、評価項目ごとの改善ポ

イントの文言精査や、来年度の予算編成に向けての指摘、

ポイントの協議を行い、最終的な本分科会としての事業評

価案を作成しました。 

 なお、公式ホームページや市役所１階ロビーにおいて、

市民の皆さんから評価対象事業に対するご意見を募集して

おりましたが、本事業についてのご意見はありませんでし

た。 

 本日は、冒頭に所管課から改めて事業の概要説明をいた

だきましたので、これから分科会の評価を確認していきた

いと思います。 

 これより分科会の評価の確定に向けた議論を行います。

議論に際しては、必要に応じて市側の発言を認めることが

確認されています。ただし、評価シートの分科会案確定の

段階での発言は認めません。 

 先ほど私から経過を報告したとおり、本日まで十分に調

査、議論を重ねた結果、評価案まで作成することができま

した。 

 本日までに確認しました分科会としての評価案を読み上

げます。 

 １の選定理由は先ほど述べたとおりです。 

 ２、事業の分析と個別事項評価です。執行率、評価は

「良好」。３月補正で50万2,000円の減額を行い、予算額、

1,037万7,000円とした。執行金額は996万6,000円。執行率

は96％で、適正なものであったと言える。 

 執行内容、評価は「良好」です。地域介護予防教室、介

護予防リーダー養成講座、うんどう教室、介護予防ボラン

ティアポイント事業、近所ｄｅ元気アップトレーニング等

予定どおり執行されている。 

 設定目標、評価は「要変更」です。一般会計、特別会計

の事業の目的が同一であり、重層的支援体制整備事業の開

始によって、一部を特別会計から移行したことの意義が明

確になっていない。また、当該年度の目標を明確にすべき

である。 

 成果指標、評価は「要変更」です。活動指標は65歳以上

人口で、成果指標は高齢者人口の１割というのは、特別会

計の従来型予防事業と同じ「指標」である。65歳以下の人

も参加する事業であるなら指標は変えるべきである。 

 目標達成、評価は「良好」です。一般介護予防事業対象

者、令和６年度の65歳以上人口４万3,420人の10％の4,342

人の目標に対して、5,394人で12.4％と、目標を2.4％高く

達成されています。 
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 継続要否、評価は「改善継続」です。現在の各事業を継

続しつつ、現在できていない地域に広げていくことと、男

性の参加割合が低い課題について改善を求める。また、指

導者の交通費や参加者の財政的な個人負担が軽減できる仕

組みを求める。 

 ３の来年度予算編成に向けての指摘ポイントです。 

 (1)近所ｄｅ元気アップトレーニング等の会場の確保の

支援や指導者の交通費など、金銭的な負担軽減を検討して

頂きたい。 

 (2)高齢化が進み、65歳を過ぎても就労する方が増える

中で、リーダー不足が考えられるので、健幸まちづくりや

協創推進室とも連携して、大学生や現役世代等を講師に迎

える取り組みを進めて頂きたい。例えば介護予防リーダー

養成講座や近所ｄｅ元気アップトレーニングを平日だけで

なく、土日の開催も検討していただきたい。 

 (3)参加者数の目標は達成されているが、更に広く参加

者が増加するように、特に課題である男性の参加者率の低

さが改善する取り組みを求める。 

 (4)介護予防事業の成果を数値化して可視化する取り組

みの検討を求める。 

 ４、その他、本評価に関して配慮を求める事項等です。 

 (1)重層的支援体制整備事業を本当に効果的なものとす

るためには、住民の自主性は尊重しつつも、国が責任を果

たすことが必要である。 

 以上になります。市側から発言はありますか。 

○五味田高齢支援課長 特にありません。 

○きりき座長 それでは、以上の内容に対し、委員の皆さ

んから意見はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○きりき座長 意見なしと認めます。これにて民生費の一

般介護予防事業（一般会計）に関する評価を確定します。 

 なお、分科会として確定した評価については、予算決算

特別委員会全体会最終日に座長より報告し、予算決算特別

委員会の評価とすることを諮ります。 

 なお、誤字等の修正については、委員長にご一任いただ

いてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○きりき座長 では、そのようにさせていただきます。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 これをもって、予算決算特別委員会健康福祉分科会を閉

会します。 

午後１時16分閉会 



   
多摩市議会委員会条例第２８条第１項の規定により 

ここに署名する。 
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